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見上げた空に・・・・こいのぼり
子どもたちの視線の先には、大空を気持ちよさそうに泳ぐこいのぼり
いちい保育園のみんなを空から見守ってくれています。



「くりやま」
で働く

この春から、「くりやま」で働く新社会人のみなさん。
都会に憧れ、地元から離れる人も少なくない中、くりやまで働こう！
と瞳をキラキラ輝かせています。
慣れない仕事に苦労しながらも、ひたむきに頑張る 6 人。
充実の表情と仕事ぶりをご紹介いたします。

　
「
大
切
に
し
て
い
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
笑
顔
で
の
声
掛
け

が
、
利
用
者
さ
ん
の
安
心
感
に
つ
な
が
り

ま
す
」
と
話
す
池
川
さ
ん
。

　

地
元
で
働
く
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
時
代
に
ガ
ー
デ
ン

ハ
ウ
ス
の
夜
勤
ア
ル
バ
イ
ト
で
感
じ
た
職

場
の
雰
囲
気
の
温
か
さ
。「
こ
の
雰
囲
気

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
職
員
間
で
も
信
頼

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
人
を
大
切

に
す
る
介
護
士
を
目
指
し
日
々
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　
「
仕
事
を
し
て
い
て
一
番
嬉
し
か
っ
た

の
は
、
利
用
者
さ
ん
に
あ
り
が
と
う
の
一

言
を
も
ら
っ
た
と
き
で
す
」
日
々
の
利
用

者
の
方
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
中

で
、
素
晴
ら
し
い
ご
褒
美
を
い
た
だ
け
た

よ
う
で
す
。

利
用
者
さ
ん
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」

こ
の
一
言
で
ま
た
頑
張
れ
ま
す

池川 拓 さん （20）
ガーデンハウスくりやま

北海道介護福祉学校卒

川瀬 茶
さ わ な

華 さん （18）
株式会社ノースペット

栗山高校卒

　
「
先
輩
達
に
は
忙
し
い
中
時
間
を
割
い

て
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
早
く
一

人
前
に
な
っ
て
自
分
の
役
割
が
き
ち
ん
と

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
語
っ
て
い

た
川
瀬
さ
ん
。
現
在
は
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の

梱
包
や
包
装
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、

謝
っ
て
ば
か
り
で
し
た
が
、
そ
ん
な
心
細

さ
を
救
っ
て
く
れ
た
の
は
先
輩
か
ら
の
一

言
で
し
た
。

　
「
大
丈
夫
。
謝
ら
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
」

　

最
初
は
失
敗
す
る
の
が
当
た
り
前
と
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
、
前

向
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

栗
山
町
の
商
店
街
の
街
並
み
が
好
き

で
、「
地
元
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
、
家

族
と
一
緒
に
い
る
こ
と
が
で
き
安
心
し
ま

す
」
と
笑
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

～取材時の印象～
取材中にもこぼれる笑顔。話しぶりか
らも優しさが伝わってきました。

～取材時の印象～
仕事の話をする姿は真剣そのもの。芯
の強さを感じました。

「
私
が
前
向
き
に
な
れ
た
き
っ
か
け
は

先
輩
か
ら
の
優
し
い
一
言
で
し
た
」

ー瞳キラキラ 新社会人ー
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「
こ
の
町
で
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
地
元
の
有
名
な
会
社
で
働
く

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」
と

栗
山
町
で
の
就
職
を
強
く
望
み
、
夢
を
叶

え
た
工
藤
さ
ん
。

　

現
在
は
研
修
中
で
、
会
社
の
歴
史
や
建

築
の
基
礎
や
安
全
管
理
な
ど
を
学
ん
で
い

ま
す
。「
先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
も
の

を
考
え
る
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
ま

す
。
た
だ
家
を
建
て
る
だ
け
で
は
な
く
、

木
材
一
本
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
く
精
神
を

受
け
継
い
で
い
き
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
の

仕
事
へ
の
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
後
は
ド
ラ
イ
ウ
ッ
ド
（
木
材
の
乾

燥
）
を
担
当
す
る
新
し
い
部
署
に
配
属
さ

れ
る
予
定
で
、「
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
何

で
も
こ
な
し
た
い
」
と
業
務
に
対
し
て
の

情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

工藤 隼
は や と

人 さん （18）
株式会社 たいせつ

栗山高校卒

　
「
モ
ノ
作
り
を
仕
事
に
し
た
い
」
と
内

田
鍛
工
に
就
職
を
決
め
た
林
さ
ん
。
現
在

研
修
で
入
っ
て
い
る
の
は
プ
レ
ス
（
対
に

な
っ
た
工
具
の
間
に
素
材
を
は
さ
み
、
成

形
す
る
）
の
部
署
で
電
柱
に
取
り
付
け
る

弓
支
線
ア
ー
ム
の
バ
ン
ド
を
加
工
し
て
い

ま
す
。

　
「
た
く
さ
ん
の
製
品
を
丁
寧
に
仕
上
げ
、

次
の
工
程
に
送
り
だ
し
た
時
に
達
成
感
を

味
わ
え
る
の
が
良
い
」
と
モ
ノ
作
り
が
で

き
る
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ン
ド
を
組
ん
で
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、
職
場
の
仲
間
と
社
会
人

サ
ッ
カ
ー
へ
の
参
加
を
計
画
し
た
り
と
ふ

る
さ
と
栗
山
町
へ
の
思
い
は
強
く
「
栗
山

は
住
み
や
す
く
、
地
元
で
勤
め
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。

林 亮太朗 さん （18）
北海道内田鍛工株式会社

栗山高校卒

　

現
在
研
修
中
の
橋
本
さ
ん
。
3
月
21
日

の
入
社
式
か
ら
一
週
間
、
本
社
の
あ
る
三

重
県
四
日
市
市
で
研
修
し
、
栗
山
町
に

戻
っ
た
現
在
も
３
カ
月
で
4
つ
の
部
署

（
プ
レ
ス
、
メ
ッ
キ
、
溶
接
、
組
立
）
を

回
る
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

取
材
の
日
に
は
「
組
立
」
の
部
署
に
入

り
、
電
柱
と
電
線
の
接
続
に
使
う
「
直
角

金
物
」
の
仕
上
げ
や
梱
包
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
組
立
は
製
品
の
仕
上
げ
の
工
程
と

な
る
の
で
、
高
い
集
中
力
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
橋
本
さ
ん
は
高
校
時
代
情
熱
を
注
い

だ
「
弓
道
」
で
鍛
え
た
持
前
の
集
中
力
を

発
揮
し
、
一
つ
ひ
と
つ
確
実
に
製
品
を
仕

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
溶
接
も
や
り
た
い
の
で
、

資
格
取
得
の
た
め
に
勉
強
し
た
い
」
と
さ

ら
な
る
意
欲
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。

橋本 勇希 さん （18）
北海道内田鍛工株式会社

栗山高校卒

　
「
専
門
学
校
で
学
び
、
建
築
の
予
備
知

識
は
あ
る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
現
場

で
大
切
な
の
は
ま
ず
、
知
識
よ
り
も
事
故

を
起
こ
さ
な
い
事
。
日
ご
ろ
の
心
が
け
が

一
番
大
切
だ
と
教
わ
り
ま
し
た
」
と
語
っ

て
く
れ
た
金
子
さ
ん
。

　

中
学
時
代
の
職
業
体
験
か
ら
、
大
工
の

仕
事
に
憧
れ
を
持
ち
、
た
い
せ
つ
に
入

社
。
憧
れ
の
世
界
に
飛
び
こ
ん
で
奮
闘
中

で
す
。
今
後
は
木
材
の
墨
付
け
や
特
殊
加

工
な
ど
を
行
う
部
署
に
配
属
と
な
り
、
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
生
産
次
長　

後
藤
正
嗣
さ
ん
か
ら

　

す
ぐ
に
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
な
生
半

可
な
世
界
で
は
な
い
が
、
何
年
も
か
け
て

た
く
さ
ん
の
技
術
を
習
得
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
将
来
的
に
は
会
社
を
支
え
る
人
材

に
な
っ
て
長
く
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
。

金子 翔
しょうや

耶 さん （20）
株式会社 たいせつ

北海道立
札幌高等技術専門学院卒

～取材時の印象～
歴史や伝統を大切にしようとする熱い
気持ちが言葉の端々に感じられました。

「
先
輩
た
ち
の
築
い
て
き
た

歴
史
と
精
神
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
」

～取材時の印象～
受け答えもしっかりしていて社会人一年
生とは思えない、落ち着きがありました。

「
大
切
な
の
は
知
識
よ
り
も

事
故
を
起
こ
さ
な
い
心
が
け
」

～取材時の印象～
とても明るく、キラキラ輝く瞳がまぶ
しいほどのフレッシュさを感じました。

「
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

早
く
資
格
を
取
得
し
た
い
」～取材時の印象～

取材中の緊張した姿と仕事中の真剣な姿の
ギャップに早くも職人気質を感じました。

憧
れ
の
モ
ノ
作
り

「
地
元
で
好
き
な
仕
事
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
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町
長
の
任
期
満
了（
４
月
11
日
）

に
伴
う
栗
山
町
長
選
挙
お
よ
び
栗

山
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
（
欠
員

１
人
）
が
４
月
１
日
告
示
さ
れ
ま

し
た
。

町
長
選
挙
は
現
職
の
椿
原
紀
昭

氏
以
外
に
届
け
出
は
無
く
、
無
投

票
で
３
選
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
欠
員

１
人
に
対
し
２
人
の
届
出
が
あ

り
、
４
月
６
日
に
投
開
票
が
行
わ

れ
、
前
栗
山
町
図
書
館
長
の
土
井

道
子
氏
（
無
所
属
、
新
人
）
が
当

選
し
ま
し
た
。

各
投
票
所
の
投
票
状
況
お
よ
び

開
票
結
果
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
期
は
次

の
と
お
り
で
す
。

出
迎
え
の
な
か
初
登
庁

任
期
満
了
に
伴
う
4
月
1
日
告

示
の
栗
山
町
長
選
は
、
現
職
の
椿

原
紀
昭
氏
以
外
に
届
出
は
な
く
、

無
投
票
で
３
選
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
14
日
、
多
く
の
職
員
が
出

迎
え
る
な
か
椿
原
町
長
が
初
登
庁

し
ま
し
た
。

３
期
目
の
決
意

初
登
庁
の
後
、
職
員
に
対
し
次

の
と
お
り
3
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
新
た
な
決
意
を
話
し
ま
し

た
。平

成
18
年
の
就
任
依
頼
、
8
年

間
に
わ
た
り
「
思
い
や
り
の
心
が

か
よ
う
、
元
気
の
出
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
政
策
目
標
に
掲
げ
、
町
民

皆
さ
ん
の
幸
せ
の
実
現
に
向
け
、

栗
山
町
長
選
挙
お
よ
び

栗
山
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

投
開
票
結
果

椿原町政が再スタート
無投票により３選　　４月１４日初登庁

た
ゆ
み
な
き
挑
戦
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

1
期
目
4
年
間
の
「
基
礎
づ
く

り
の
期
間
」、
2
期
目
4
年
間
の

「
展
開
の
期
間
」、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
の
4
年
間
を
「
結
実
の
期
間
」

と
位
置
付
け
10
年
先
20
年
先
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
3
期
目
に
向
け
次
の
「
５
つ

の
ス
テ
ー
ジ
」
を
旗
印
に
す
べ
て

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
「
ふ
る
さ
と

は
栗
山
で
す
！
」
と
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

栗
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
村

上
哲
委
員
長
）
は
４
月
７
日
、
栗

山
町
長
選
挙
と
栗
山
町
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
当
選
証
書
を
、
当
選

者
で
あ
る
椿
原
紀
昭
町
長
と
土
井

道
子
議
員
に
交
付
し
ま
し
た
。 当選証書を受け取る　土井道子議員 当選証書を受け取る　椿原紀昭町長

選
挙
管
理
委
員
会
が

当
選
証
書
を
交
付

椿原紀昭町長が政策推進に掲げる

５つのステージ
1  子どもたちの笑顔が輝くまち！

2  生涯を自分らしく生きられるまち！

3  活性化エンジン全開のまち！

4  ふるさとの財産を未来につなぐまち！

5  13,000 人愛着の絆で創るまち！

平
成
26
年
4
月
12
日
～

平
成
30
年
4
月
11
日

平
成
26
年
4
月
６
日
～

平
成
27
年
4
月
30
日

椿原町長土井議員

◦ 5 月14日水　18：30 ～
角田農村環境改善センター

①椿原町長 3 期目の政策について
②平成 26 年度主要事業の内容と予算説明
③自由懇談

皆さんの
　声を町政に

まちづくり懇談会
を開催します

まちづくり懇談会
を開催します

◦ 5 月13日火　18：30 ～
南部公民館

◦ 5 月12日月　18：30 ～
カルチャープラザ「Eki」
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投票所 有権者数 投票者数 投票率

1 スポーツセンター 2,954 人 760 人 25.73％

2 総合福祉センター 2,575 人 694 人 26.95％

3 カルチャープラザ 2,054 人 577 人 28.09％

4 雨煙別公民館 391 人 87 人 22.25％

5 角田農村環境改善センター 1,295 人 411 人 31.74％

6 南部公民館 1,277 人 305 人 23.88％

7 円山文化センター 189 人 74 人 39.15％

期日前投票 ―　 480 人 4.47％

合計 10,735 人 3,388 人 31.56％

前回 11,202 人 8,040 人 71.77％

候補者名 得票数

当選 土 井 道 子 2,197

泉 　 勝 文 913

■栗山町議会議員補欠選挙開票結果
有効投票３，１１０票
無効投票　　２７８票

■栗山町議会議員補欠選挙　投票所別投票状況
有権者数：10,735 人　投票者数：3,388 人　投票率：31.56％



　

町
で
は
、
駅
前
通
り
な
ど
の
空

き
店
舗
を
活
用
す
る
方
に
対
し
、

開
業
ま
で
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
を
平
成
28
年
度

ま
で
継
続
し
ま
す
。

■
対
象
区
域

　

駅
前
通
り
ほ
か

■
対
象
と
な
る
建
物

　

対
象
区
域
で
か
つ
て
事
業
に
使

用
さ
れ
て
い
た
店
舗
な
ど

■
補
助
対
象
者

　

年
２
６
０
日
（
通
年
営
業
）
以

上
営
業
で
き
る
新
規
に
出
店
す
る

個
人
ま
た
は
法
人

■
対
象
経
費

　

空
き
店
舗
な
ど
の
改
修
、
備
品

購
入
、
駐
車
場
整
備
な
ど
開
業
ま

で
に
要
し
た
経
費

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の

1/2
以
内
と

し
、
限
度
額
は
１
５
０
万
円

■
事
業
実
績

　

こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
事
業
で
次

の
店
舗
が
開
店
し
て
い
ま
す
。

・
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
栗
山

・
カ
フ
ェ
ふ
あ
り

■
対
象
期
間

　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
く
り
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　

☎
�
７
５
１
６

空
き
店
舗
活
用

支
援
事
業
補
助
制
度

空
き
店
舗
活
用

支
援
事
業
補
助
制
度

交
通
安
全
を
願
っ
て

4
月
4
日
、
町
内
3
小
学
校
の

入
学
式
に
あ
わ
せ
て
新
1
年
生
91

人
全
員
に
防
犯
ブ
ザ
ー
と
交
通
安

全
の
お
守
り
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

防
犯
ブ
ザ
ー
は
防
犯
協
会
と
暴
力

追
放
運
動
推
進
協
議
会
か
ら
贈
ら

れ
た
も
の
で
、
交
通
安
全
の
お
守

り
は
交
通
安
全
ゆ
り
の
会
な
ど
の

皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
手

作
り
の
お
守
り
で
す
。

入
学
式
で
父
母
に
手
を
引
か
れ

な
が
ら
初
登
校
し
た
新
1
年
生

は
、
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
に
、

防
犯
ブ
ザ
ー
や
お
守
り
を
つ
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。
車
に
気
を
つ
け

元
気
よ
く
学
校
に
通
っ
て
も
ら
い

た
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

Ｐ
Ｍ
2.5
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

現
在
、
道
内
14
カ
所
で
、
大
気

中
の
微
小
粒
子
状
物
質
Ｐ
Ｍ
2.5
の

測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
測
定
地

点
で
高
濃
度
に
な
っ
た
場
合
は
、

北
海
道
か
ら
道
民
に
注
意
喚
起
情

報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

注
意
喚
起
情
報
が
発
表
さ
れ
た

場
合
は
、
次
の
こ
と
に
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。

●
急
ぎ
で
な
い
外
出
や
屋
外
で
の

長
時
間
の
激
し
い
運
動
は
で
き

る
だ
け
控
え
る
こ
と

●
屋
内
で
も
窓
の
開
閉
・
換
気
は

必
要
最
小
限
に
す
る
こ
と

●
呼
吸
器
系
・
循
環
器
系
疾
患
の

あ
る
人
や
、
子
ど
も
、
高
齢
者

は
、
体
調
に
応
じ
て
で
き
る
だ

け
外
出
を
控
え
る
こ
と

◆
Ｐ
Ｍ
2.5
の
危
険
性
っ
て
？

Ｐ
Ｍ
2.5
は
大
気
中
に
漂
う
小
さ

な
微
粒
子
で
、
髪
の
毛
の
幅
の
30

分
の
1
程
度
と
非
常
に
小
さ
い
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
肺
の
奥
深
く

ま
で
入
り
や
す
く
、
肺
・
呼
吸
器

系
に
加
え
、
循
環
器
系
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
生
活
課　

環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
１
０

Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
継
立
出
張
所

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
栗
山
継
立
店

ス
パ
ー
継
立
店

藤
田
商
店

早
苗
金
物
店

あ
け
ぼ
の
ス
ト
ア
ー

ロ
ー
ソ
ン
栗
山
中
里
店

ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
栗
山
店

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
栗
山
店

ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
栗
山
店

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
空
知
栗
山
店

ホ
ー
マ
ッ
ク
栗
山
店

日
野
商
店

日
東
総
業

田
島
商
店

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
栗
山
店

河
合
商
店

や
な
ぎ
屋

ヨ
シ
ダ
電
器

フ
ル
ー
ツ
仲
井

吉
井
龍
雲
堂
薬
局

高
杉
商
店

え
び
な
栗
山
店

フ
ー
ド
う
か
わ

ラ
ッ
キ
ー
栗
山
店

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
栗
山
松
風
店

役
場
売
店

ス
ト
ア
ー
や
ま
か
ね

く
り
や
ま
金
物
店

店
　
　
　
名

継
立
継
立
継
立
角
田
角
田
角
田
中
里
朝
日
4

朝
日
4

朝
日
4

桜
丘
2

桜
丘
1
錦
3
錦
3
中
央
4

中
央
4

中
央
3

中
央
3

中
央
3

中
央
2

中
央
2

中
央
2

中
央
2

松
風
4

松
風
3

松
風
3

松
風
3

松
風
3

松
風
2

住
所

指
定
ご
み
袋
取
扱
店

　

合
併
浄
化
槽
お
よ
び
通
常
便
槽

の
し
尿
汲
み
取
り
許
可
事
業
所
で

す
。
汲
み
取
り
の
際
は
直
接
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

道
央
建
設
運
輸

鈴
木
商
店

ゆ
う
せ
い
運
輸

丸
十
岡
山
砂
利

日
東
総
業

國
耕
産
業

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

事
業
所
名

☎
�
3
1
2
1

☎
�
2
3
5
0

☎
�
1
7
2
2

☎
�
0
1
3
4

☎
�
3
1
2
2

☎
�
3
1
5
8

☎
�
3
2
0
0

電
話

岩
見
沢
市
栗
沢

カ
ワ
バ
タ
衛
生
企
画

千
歳
市

協
同
組
合
カ
ン
セ
イ

栗
山
町

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

事
業
所
名

☎
０
１
２
６

（
4
5
）
2
2
6
1

☎
０
１
２
3

（
2
3
）
1
7
1
2

☎
�
3
2
0
0

電
話

浄
化
槽
清
掃
業
許
可

事
業
所

　

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
や
家

庭
で
大
量
に
ご
み
を
排
出
す
る

場
合
は
自
己
搬
入
す
る
か
、
次

の
事
業
所
に
収
集
を
依
頼
し
て

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
の
ご
み
袋
は
次
の
店
舗

で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
許
可
事
業
所

北
海
道
防
災
マ
ス
タ
ー
と
は
？

災
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す

る
た
め
、
北
海
道
で
は
地
域
に
お

け
る
防
災
活
動
を
活
発
に
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
防

災
活
動
の
中
心
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
「
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
」
制

度
を
設
け
、認
定
研
修
を
受
講
し
、

マ
ス
タ
ー
と
し
て
の
心
構
え
を
身

に
つ
け
た
方
を
「
北
海
道
地
域
防

災
マ
ス
タ
ー
」
と
し
て
順
次
認
定

し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度

北
海
道
防
災
マ
ス
タ
ー
認
定
研
修
会

栗
山
町
の
防
災
マ
ス
タ
ー
は
？

栗
山
町
で
も
、
平
成
23
年
か
ら

地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
の
認
定
講
習

受
講
を
積
極
的
に
す
す
め
、現
在
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
な
ど

23
人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
定
研
修
は
、
防
災
講
座
や
災

害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
な
ど
を

受
講
し
ま
す
。
災
害
か
ら
、
生
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
防
災

知
識
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
防
災
知
識
を

身
に
付
け
、
地
域
の
防
災
活
動
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ス
タ
ー
認
定
研
修
会

◆
日　

時

６
月
14
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～

◆
場　

所

北
広
島
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象

町
内
会
・
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
の
役
員
で
防
災
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
。
こ
れ
か
ら
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
方
な
ど
。

◆
参
加
料　
　

無　

料

◆
申
込
期
限

５
月
16
日
㈮

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

町
総
務
課　

☎
�
１
１
１
１

◆
そ
の
他

研
修
会
場
ま
で
は
、
町
公
用
車

で
送
迎
い
た
し
ま
す
。

防災には、地域の防災リーダーが必要です

防災マスターは、図上訓練（ＤＩＧ）などを
受講した地域の防災リーダが認定されます

�

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会

議
所
本
年
度
専
務
理
事
の
山
形

智
信
で
す
！

栗
山
青
年
会
議
所
に
入
会
し

て
7
年
、
栗
山
天
満
宮
に
奉
職

し
て
早
く
も
10
年
を
迎
え
ま
し

た
。10

年
前
を
思
い
返
し
ま
す
と

温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
皆

様
に
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
間
さ
ま
ざ
ま
な

方
と
の
出
会
い
や
学
び
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、『
明
る
い
豊
か

な
社
会
』
の
実
現
に
向
け
て
最

高
の
仲
間
と
と
も
に
活
動
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
限
ら

れ
た
時
間
、
ど
の
よ
う
な
人
と

出
会
い
、
何
を
行
っ
て
来
た
か

で
『
自
分
』
が
形
成
さ
れ
る
の

な
ら
ば
、
同
世
代
の
さ
ま
ざ
ま

な
方
と
の
出
会
い
、
刺
激
、
そ

し
て
唯た

だ
た
だ々

ひ
と
の
た
め
に
行
う

青
年
会
議
所
の
運
動
が
私
に

と
っ
て
も
大
き
な
財
産
で
あ
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
栗
山
青
年
会
議
所
は

本
年
創
立
45
周
年
の
節
目
の
年

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の

仲
間
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

こ
の
地
域
の
輝
か
し
い
未
来
を

描
い
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

さ
ま
ざ
ま
な
、
学
び
と
経
験
が
で
き
る
場

栗
山
青
年
会
議
所

9 広報くりやま   2014. 5 8



後期高齢者
医療制度
～ 保 険 料 率 の 見 直 し に つ い て ～

■　保険料率が変わりました
被保険者の皆さまにお支払いいただく保険料は、２年ご
とに定める保険料率をもとに決めることになっています。
平成 26、27 年度の新しい保険料率は、次のとおりです。

均等割
（被保険者が等しく負担）

平成 24・25 年
（年間）

４７，７０９円

所得割
（被保険者の所得に応じて負担）

平成 24・25 年

１０．６１％

賦課限度額
（１年間の保険料の上限額）

平成 24・25 年

５５万円

平成 26・27 年
（年間）

５１，４７２円
（３，７６３円増）

平成 26・27 年

１０．５２％
（０．０９ポイント減）

平成 26・27 年

５７万円
（２万円増）

■　均等割２割・５割軽減の範囲が拡大しました

平
成
25
年
度
ま
で

軽減割合 所得が次の金額以下の世帯

５割軽減
33 万円 +

（24 万 5 千円×世帯主以外の被保険者数）
※単身世帯の方は該当しません

２割軽減 33 万円 +
（35 万円×世帯の被保険者数）

平
成
26
年
度
か
ら

軽減割合 所得が次の金額以下の世帯

５割軽減
33 万円 +

（24 万 5 千円×世帯の被保険者数）
※単身世帯の方も該当になります

２割軽減
33 万円 +

（45 万円×世帯の被保険者数）

■　保険料の計算方法
（平成 26年度）

保険料は、被保険者が等しく負担する「均等割」と所得
に応じで負担する「所得割」の合計で計算します。

均等割
【1 人当たりの額】

５１，４７２円

所　得　割
【被保険者本人の所得に応じた額】

（平成 25 年中の所得－ 33 万円）× 10.52％

1 年間の保険料
（100 円未満切り捨て）+ ＝

平成 26 年度の保険料は

７月に個別にお知らせします。

※年度途中で加入したときは、加入した月から
月割で計算します。

■　保険料の軽減について 次の①～③に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減
されます。

①　均等割の軽減
世帯の所得に応じて、４段階の軽減があります。

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合
３３万円かつ被保険者全員の所得が０円

（年金収入のみの場合、受給額８０万円以下） ９割軽減

３３万円 ８. ５割軽減

３３万円 +（24 万 5 千円×世帯の被保険者数） ５割軽減

３３万円 +（45 万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

平成 26 年度 前年度比

5,147 円 約　　400 円増

7,720 円 約　　600 円増

25,736 円 約　1,900 円増

41,177 円 約　3,000 円増

●軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
● 65 歳以上の方の公的年金などに係る所得については、特別控除 15 万円を差し引いた額で判定します。

②　所得割の軽減
被保険者個人の所得で判定します。

所得が次の金額以下の方 軽減割合

所得から３３万円を引いた額が５８万円以下の方 5 割軽減

③　被用者保険の被扶養者だった方の軽減
この制度に加入したときに被用者保険（主にサラリーマンの方が加入して

いる健康保険）の被扶養者だった方は、所得割はかからず、均等割が９割軽
減になります。

■　年間保険料額の例

年金収入 均等割
軽減

所得割
軽減 平成 26 年度 前年度比

80 万円 9 割 ー 5,100 円 400 円増

153 万円 8.5 割 ー 7,700 円 600 円増

168 万円 8.5 割 5 割 15,600 円 500 円増

192.5 万円 5 割 5 割 46,500 円 12,600 円減

203 万円 2 割 5 割 67,400 円 2,800 円増

211 万円 2 割 5 割 71,600 円 6,800 円減

213 万円 2 割 ー 104,200 円 7,100 円減

214 万円 ー ー 115,600 円 3,200 円増

夫の
年金収入

区
分

均等割
軽減

所得割
軽減 平成 26 年度 前年度比

80 万円 夫 9 割 ー 5,100 円 400 円増
妻 ー 5,100 円 400 円増

153 万円 夫 8.5 割 ー 7,700 円 600 円増
妻 ー 7,700 円 600 円増

168 万円 夫 8.5 割 5 割 15,600 円 500 円増
妻 ー 7,700 円 600 円増

211 万円 夫 5 割 5 割 56,200 円 12,700 円減
妻 ー 25,700 円 12,400 円減

217 万円 夫 5 割 ー 93,000 円 13,000 円減
妻 ー 25,700 円 12,400 円減

238 万円 夫 2 割 ー 130,500 円 2,200 円増
妻 ー 41,100 円 3,000 円増

258 万円 夫 2 割 ー 151,600 円 7,500 円減
妻 ー 41,100 円 6,600 円減

259 万円 夫 ー ー 162,900 円 2,800 円増
妻 ー 51,400 円 3,700 円増

●単身世帯の場合 ●夫婦 2 人世帯（共に被保険者）で、妻の年金収入
が 80 万円以下の場合

【 問い合わせ先 】
◆北海道後期高齢者医療広域連合

〒 060-0062
札幌市中央区南 2 条西 14 丁目国保会館 6 階
☎ 011-290-5601

◆町税務課課税グループ
☎ 73-7505
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住生活基本計画住民委員会
■協議内容　栗山町の住宅に関わる課題、住宅・住環境のビジョン確立、具体的な住宅施策に関することなど　
■公募人数　２人　（総委員数 10 人）　
■応募資格　町内に在住、在勤、または在学されている満 18 歳以上の方
■任 期　第１回目の委員会議の日から平成 27 年３月 31 日まで
■会議など　・年４回程度（平日の夜間開催を予定）、会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
　　　　　　・この会議は原則公開となります。
■申込先・問い合わせ　町建設水道課技術グループ　☎ 73-7513　FAX72-6355
　　　　　　　　　　　Ｅメール gijutsu-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

■申込期間　５月１日㈭～ 14 日㈬
■応募資格　・町内に在住、在勤、または在学されている満 18 歳以上の方
　　　　　　・３機関以上の町の審議会・委員会などの委員の方は応募できません。
■応募方法　・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出してください。
　　　　　　・申込書は下記申込先でお渡ししますが、町ホームページからもダウン
　　　　　　　ロードできます。
■決定方法　申込書による書類選考および面談　＊申込書は返却しません。

まちづくり審議会・委員会 町では、町民参加の機会を広げる
ため、各種審議会・委員会などの
公募を推進しています。

子ども・子育て会議
■協議内容　保育の必要性の認定、特定教育・保育施設の利用定員、子ども・子育て支援事業計画についてなど
■公募人数　４人　（総委員数 20 人）
■応募資格　就学前・小学生の子どもの保護者
■任 期　第１回目の委員会議の日から平成 28 年３月 31 日
■会議など　・年５回以内開催予定、会議１回出席につき 4,200 円の謝礼
　　　　　　・この会議は原則公開となります。
■申込先・問い合わせ　町住民福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222　FAX73-2266
　　　　　　　　　　　Ｅメール hukushikosodate-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

第４次障がい者福祉計画・障がい福祉計画策定委員会
■協議内容　障がい者福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供体制、計画策定についてなど
■公募人数　２人　（総委員数 10 人）
■応募資格　関係保護者または障がい者福祉に関心がある方で、今年度４回程度の会議に出席いただける方
■任 期　委嘱の日から平成 27 年３月 31 日まで
■会議など　・年４回以内開催予定、会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
　　　　　　・この会議は原則公開となります。
■申込先・問い合わせ　町住民福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222　FAX73-2266
　　　　　　　　　　　Ｅメール hukushikosodate-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

▲
▲

▲

■協議内容　第５期計画の評価、高齢者実態調査を踏まえたサービス内容の検討、第６期計画の策定など
■公募人数　４人　（総委員数 16 人）　
■応募資格　高齢者福祉、介護に関心があり今年度５回程度の会議に出席いただける方　
■任 期　 第１回目の委員会議の日から平成 28 年３月 31 日まで
■会議など　・平日の 18：30 から１時間 30 分程度を予定、会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
　　　　　　・この会議は原則公開となります。
■申込先・問い合わせ　町住民福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-7507　FAX73-2266
　　　　　　　　　　　Ｅメール koureishakaigo-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

▲

第６期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定委員会

共 

通 

事 

項

募
集

くりやま老舗まつり
第 26 回酒蔵まつり・第 16 回きびだんごまつり

2014

栗山町の春の風物詩となった「くりやま老舗まつり」が、4
月 12 日、13 日の 2 日間、小林酒造株式会社と谷田製菓株式
会社の敷地ほかで開催されました。天候にも恵まれ、昨年よ
り 1,000 人多い 27,000 人の来場がありました。小林酒造では、
1,000㍑（一升瓶で 556 本分相当）のお酒が無料で振る舞われ、
用意した 5,300 本の限定酒も完売。谷田製菓では、工場見学
者のお土産に用意したきびだんご 14,000 本が無くなる大盛況
ぶりでした。郷土芸能の角田獅子舞や、みのり太鼓、よさこ
いチーム「くりやまＯＨ‼夢乱咲」も会場を大いに盛り上げ
てくれました。
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栗山高校の家庭看護福祉の科目を選択した 2 年生 14
人が手作りの小物入れを地域の高齢者にプレゼントしま
した。3 月 24 日に山の手会館、25 日に南町内会館に
ふれあいサロンなどで集まった地域の方に、生徒たち
は、カラフルな布を使った小物入れとメッセージを書い
た手紙を添えて一人ひとりに手渡しました。2 年生の石
村瑚

こ と ね

都子さんは「皆さんに優しく迎えていただきうれし
かった。小物入れも喜んでもらえてよかった」と話して
いました。

栗高生が高齢者と交流
手づくりの小物入れをプレゼント

高橋ダリアが洋ランを寄贈
エレガントな洋ランがお客さんをお出迎え

花と緑の部屋「たかはしダリア」（中央 3 丁目）の高
橋和則店長が 3 月 26 日、胡蝶蘭やエビデンドラムなど
の洋ラン 8 鉢を町に寄贈しました。同店では、毎年こ
の時期に「栗山洋ラン展」を開催し、その収益金の一部
で町に洋ランを寄贈しています。高橋店長は「窓口をき
れいな洋ランで彩り、栗山町に初めてくるお客さんに良
い印象を持ってもらえたらうれしいです」と話すと、受
け取った花田正博副町長は「庁舎が華やかになり、来庁
される方も喜ぶと思います」とお礼をのべました。

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

逆襲の開幕！栗山監督を激励
サプライズの出発式で栗山監督を見送り

北海道日本ハムファイターズ開幕戦の 3 月 28 日、栗
山英樹監督の自宅がある栗の樹ファームで今シーズンの
健闘を願い出発式が開催されました。北海道日本ハム
ファイターズを応援する栗山の会（高杉文浩会長）が企
画したもので、栗の樹ファームには、同会の関係者、栗
山の神輿会 「東

こ ち う め

風梅」や、子どもたち約 50 人が集まり
威勢よく神輿を担ぎ、開幕戦の必勝を願いました。また
町内の沿道でもファンが集まり旗を振りながら栗山監督
を激励し見送りました。

復興義援金を進呈
小林酒造と谷田製菓が老舗まつりで募った善意

くりやま老舗まつり実行委員会が 4 月 18 日、東日本
大震災の義援金進呈のため町を訪れました。4 月 12、
13 日に開催された「くりやま老舗まつり」の会場には
27,000 人が来場し、義援金の呼びかけに対したくさん
の方のご厚意が集まりました。今回集まった義援金の額
は 68,950 円で小林酒造（小林精志専務）谷田製菓（谷
田進太郎社長）から椿原紀昭町長に直接、手渡されまし
た。集まった義援金は日本赤十字社栗山分区を通じ、東
日本大震災の復興に役立てていただきます。

栗山町 検索

4 年後の再会を楽しみに
雨煙別川で 8000 匹のサケの稚魚を放流

一般社団法人栗山青年会議所（北野数馬理事長）など
が主催する、サケの稚魚放流会が夕張川支流の雨煙別
川で 4 月 5 日行われました。37 世帯がサケの里親とな
り、12 月から各家庭で大切に育ててきた稚魚など合計
8000 匹の稚魚を雨煙別川に放流しました。放流後 4 年
で戻ってくることを学習した子どもたちは「元気に戻っ
てきてね」と 4 年後の再会を楽しみにしていました。
放流後は、味

あ じ ど こ ろ

道広路から「あたたかい鮭の汁」が振る舞
われ、参加者は放流で冷たくなった体を温めていました。

福祉教育の充実を目指し
栗山高校と介護福祉学校が連携協定

地域の福祉教育、職業教育推進のため栗山高校（石谷
克彦校長）と介護福祉学校（坪田弘校長）が 4 月 14 日、
栗山高校校長室で連携協定の締結式を行いました。この
連携協定により、介護福祉学校の人材、設備を利用した
栗高生の職業体験などで、職業としての介護福祉士を理
解させるなど、地域の福祉教育を推進させます。石谷校
長は「生徒の職業選択の一環として、この協定が有意義
なものになるよう、より一層発展させるために努力した
い」と話していました。 

栗山町青年農業賞表彰式
南角田の堀田一仁さん

平成 25 年度の栗山町青年農業賞および勝部徳太郎夫
婦賞の表彰式が 3 月 31 日、カルチャープラザ Eki で行
われ、南角田の堀田一仁さん、晴代さん夫妻が受賞しま
した。堀田さんは平成 9 年に父、博氏の後継者として
就農。昨年には経営移譲を受け、水稲や小麦、種馬鈴しょ
などの高品質な農産物の生産に努めています。受賞した
堀田さんは「区画拡大や作業の効率化を図り、水稲の新
品種導入や新規の畑作物栽培に挑戦したい。これからも
家族と支え合い頑張ります」と決意を語りました。

北海道経済産業局長顕彰
農商工連携モデルとして評価

健康タマネギ「さらさらレッド」を開発・販売してい
る有限会社植物育種研究所（岡本大作代表取締役）が、
経済産業省北海道経済産業局長顕彰を受賞しました。同
社は町内の生産農家や商工団体と一丸となって、さらさ
らレッドを生産・加工・販売し「農商工連携」のモデル
として評価を受け受賞。3月 25 日、椿原紀昭町長へ報
告に訪れた岡本代表は「生産者や関係者の皆さんのおか
げです。今回の受賞を励みに、大臣表彰を目指して頑張
りたい」と感謝と決意を話していました。
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●
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
っ
て
な
に
？

み
な
さ
ん
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
行
っ

て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て
、
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
企
画
し
、
昨
年
７
月
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン

ト
を
た
め
、
一
定
ポ
イ
ン
ト
た
め
る
と
、
賞

品
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　●
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
ど
こ
で
も
ら
え
る
の
？

４
月
下
旬
か
ら
、
各
地
区
の
健
康
づ
く
り

推
進
員
よ
り
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
付
チ
ラ
シ

を
随
時
配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
は
チ
ラ
シ
の
前
面
に
付
い
て
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
切
り
取
っ
て
お
使
い

下
さ
い
。

●
対
象
に
な
る
事
業
は
？

各
町
内
会
・
自
治
会
の

健
康
づ
く
り
推
進
員
が
企

画
し
た
健
康
講
話
や
町
が

実
施
し
て
い
る
、
特
定
健

診
・
が
ん
検
診
・
乳
幼
児

健
診
・
そ
の
他
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
講
演
会
や
研

修
会
が
主
な
対
象
に
な
り

ま
す
。

対
象
事
業
の
ご
案
内
に

は
、
下
記
の
イ
ラ
ス
ト
が

つ
い
て
い
ま
す
。

●
対
象
事
業
が
増
え
ま
し
た
！

①
各
町
内
会
・
自
治
会
の
健
康
づ
く
り
推
進

員
が
地
域
で
主
催
す
る
健
康
講
話
な
ど
の

健
康
づ
く
り
事
業

②
町
国
民
健
康
保
険
以
外
で
受
け
た
特
定
健

診
※
職
場
健
診
で
も
、
特
定
健
診
と
同
様
の
項

目
を
実
施
し
て
い
れ
ば
、
対
象
に
な
り
ま

す
。

★
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
付
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
町
地

域
医
療
・
保
健
対
策
室
）
☎ 

�
2
2
5
6

く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
！

健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

◆
期　

日　

5
月
26
日
㈪

◆
場　

所　

札
幌
検
診
セ
ン
タ
ー
（
北
海
道

対
が
ん
協
会
）

※
役
場
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す

◆
受
診
で
き
る
項
目

　

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
・
い

き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検
診
（
胃
・
肺
・

大
腸
・
子
宮
・
乳
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
対
象
が
あ
り
ま
す
。

◆
医
療
機
関　

梶
整
形
外
科
医
院

◆
項　

目　

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
・
い
き
い
き
健
診

◆
申
込
先　

梶
整
形
外
科
医
院

☎
�
0
0
5
8

※
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
、
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

「
あ
ご
が
痛
い
」

「
口
が
開
か
な
い
」

「
カ
ク
カ
ク
音
が
し
て
痛
い
」

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

顎が
く

関
節
症
の
代
表
的
な
症
状
は
、「
あ
ご

が
痛
む（
顎
関
節
痛
）」、「
口
が
開
か
な
い（
開

口
障
害
）」、「
あ
ご
を
動
か
す
と
音
が
す
る

（
顎
関
節
雑
音
）」
の
３
つ
で
、
こ
の
う
ち
１

つ
以
上
の
症
状
が
あ
り
、
鑑
別
診
断
で
他
の

疾
患
が
な
い
病
態
を
「
顎
関
節
症
」
と
い
い

ま
す
。

顎
関
節
は
手
足
の
関
節
と
同
じ
よ
う
な
基

本
構
造
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
異
な
る
面
も

多
く
あ
り
ま
す
。
顎
関
節
は
頭
の
骨
の
く
ぼ

み
（
下か

が
く
か

顎
窩
）
に
下
あ
ご
の
上
先
端
の
骨

（
下か

が
く
と
う

顎
頭
）
が
入
り
込
む
構
造
で
、
そ
の
間

に
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
を
す
る
関
節
円
板
と

い
う
組
織
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

関
節
円
板
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と
呼
ば
れ
る
線

維
の
か
た
ま
り
で
、
血
管
や
神
経
が
あ
り
ま

せ
ん
。
開
口
時
に
は
下
顎
頭
が
下
顎
窩
か
ら

さ
ら
に
前
に
出
る
よ
う
に
動
き
ま
す
。

ま
た
、
閉
口
時
に
は
、
下
顎
頭
が
下
顎
窩

に
は
ま
り
こ
み
ま
す
。
こ
の
動
き
は
、
四
肢

の
関
節
に
は
な
い
関
節
の
動
き
で
す
。
こ
の

時
、
関
節
円
板
が
下
顎
頭
と
協
調
し
て
開
口

時
に
は
前
に
移
動
し
た
り
、
閉
口
時
に
は
後

ろ
に
戻
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
は
大
き
く
口
を
開
け
て
、
食
物
を
口

に
入
れ
、
噛
み
つ
ぶ
し
て
い
く
と
き
、
下
顎

頭
を
介
し
て
側
頭
骨
に
力
が
過
大
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
関
節
円
板
が
協
調
し
て
移
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
圧
力
を
分
散
さ
せ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

◎
口
の
中
で
「
カ
ッ
ク
ン
」
と
関
節
音

が
し
ま
せ
ん
か
？

関
節
円
板
は
下
顎
頭
の
外
側
と
内
側
に

し
っ
か
り
と
付
着
し
て
い
ま
す
が
、
前
後
方

向
の
付
着
が
緩
い
た
め
、
大
き
な
力
が
持
続

的
に
顎
関
節
に
加
わ
る
と
関
節
円
板
に
ズ
レ

の
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ズ
レ
の

92
％
は
前
方
で
、
８
％
が
内
外
の
側
方
、
ご

く
ま
れ
に
後
方
に
も
生
じ
ま
す
。

ま
た
、
閉
口
時
に
関
節
円
板
に
ズ
レ
が

あ
っ
て
も
、
最
大
開
口
時
に
は
こ
の
ズ
レ
が

戻
る
場
合
と
戻
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

戻
る
場
合
に
は
開
口
時
と
閉
口
時
に
「
カ
ッ

ク
ン
」
と
関
節
音
が
し
ま
す
。
ま
た
、
戻
ら

な
い
場
合
に
は
急
性
期
に
は
「
口
が
開
け
ら

れ
な
い
」、「
口
を
開
け
る
と
耳
の
前
が
と
て

も
痛
い
」
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

◎
治
療
の
概
要

多
く
は
手
術
を
し
な
い
で
対
処
し
ま
す

が
、
症
状
に
よ
っ
て
は
外
科
的
な
治
療
を
行

う
場
合
も
希
に
あ
り
ま
す
。 

通
常
は
鎮
痛
薬
の
規
則
的
な
服
用
で
、
関

節
内
の
炎
症
を
鎮
め
る
と
と
も
に
ス
プ
リ
ン

ト
と
い
わ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
板
を
歯
列

全
体
に
か
ぶ
せ
る
治
療
が
一
般
的
で
す
。

ス
プ
リ
ン
ト
は
、
噛
み
し
め
時
の
顎
関
節

の
負
担
を
軽
く
す
る
治
療
法
で
す
。

こ
れ
で
痛
み
が
軽
快
し
な
い
と
き
は
、
関

節
の
中
（
関
節
腔
内
）
に
局
所
麻
酔
を
し

て
、
徒と

し
ゅ
て
き

手
的
に
ず
れ
た
関
節
円
板
を
整
復
し

た
り
、
ま
た
炎
症
が
ひ
ど
い
と
き
は
、
点
滴

注
射
で
関
節
の
中
を
洗
い
潤
滑
剤
を
注
入
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
皮
膚
を
介
し
た
電
気
刺
激
や

自
分
の
手
で
筋
肉
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
、

温
湿
布
で
血
行
を
よ
く
す
る
な
ど
の
理
学
療

法
も
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
円
板
が
癒ゆ

ち
ゃ
く着
し

て
関
節
の
中
で
動
か
な
く
な
っ
た
場
合
、
歯

科
口
腔
外
科
の
あ
る
病
院
で
は
入
院
下
に
円

板
を
切
り
離
す
手
術
も
あ
り
ま
す
が
、
関
節

付
近
に
小
さ
な
穴
を
開
け
る
だ
け
で
済
む
内

視
鏡
手
術
が
主
流
で
す
。

◎
あ
ご
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
生
活
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

上
記
の
治
療
は
病
院
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

家
庭
で
の
注
意
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
一
番

大
切
な
こ
と
は
ア
ゴ
の
関
節
に
負
担
を
か
け

な
い
こ
と
で
す
。
う
つ
ぶ
せ
寝
、睡
眠
不
足
、

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
、
ビ
ー
フ
ジ
ャ
ー
キ
ー
、
タ

コ
、
イ
カ
な
ど
の
硬
い
食
品
や
大
き
な
食
品

を
避
け
る
。
歯
を
噛
み
し
め
る
癖
や
、
あ
ご

を
後
ろ
に
引
く
動
き
が
必
要
な
フ
ル
ー
ト
や

サ
キ
ソ
ホ
ン
な
ど
の
管
楽
器
の
演
奏
、
顎
で

楽
器
を
挟
む
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
、
格
闘
技
や

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
は
控
え
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
さ
ら
に
筋
肉
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
は
自
宅
で
も
で
き
ま
す
。
直
接
あ
ご
に
負

担
の
か
か
ら
な
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

◎
ま
ず
は
歯
科
医
院
に
お
相
談
を
！

大
学
や
総
合
病
院
の
歯
科
あ
る
い
は
歯
科

口
腔
外
科
に
は
顎
関
節
の
専
門
外
来
が
あ

り
、
こ
の
診
断
と
治
療
を
専
門
的
に
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
上
記
の
よ
う

な
気
に
な
る
症
状
の
あ
る
方
は
、
お
近
く
の

歯
科
医
院
に
ま
ず
は
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
専
門
医
を
紹
介

し
て
も
ら
え
る
は
ず
で
す
。

つぎたて歯科　　院長 福
ふ く だ

多　一
かずまさ

雅

ス
プ
リ
ン
ト
で
の
治
療

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ 73-2256

健
診
機
関
追
加
の
お
知
ら
せ

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

顎
関
節
症
と
は
？

健康のコラム

妊婦さん集まれ！
『ぷちママサロン』に参加して

みませんか？

妊娠期はあかちゃんが生まれる楽しみと同時に、出産への不安
を抱えやすい時期です。つわり、腰痛や妊娠高血圧など体調不良
も生じやすく、ママとあかちゃん２人分の健康管理が必要です。

「おなかのあかちゃんの健康管理？」初めてのママは、戸惑う
かもしれません。健康管理方法もインターネットで簡単に「検索」
はできますが、納得のいく情報を選ぶのは大変な作業ですよね。

町では、妊娠期の方を対象に『ぷちママサロン』を実施してい
ます。町の栄養士や保育士などの専門職を交えての、ちょっと
したお勉強会です。１回あたりの参加者は５人程度で、和気あ
いあいとした女子会の雰囲気ですよ。

ご参加されたママからは、「楽しかった」「お産のイメージがつ
いた」と大変好評をいただいています。健康マイレージポイン
トもたまります。

対象者には個別にご案内を
送付しておりますので、各回
の日程は、元気が一番！保健
サービスガイドや個別案内で
ご確認ください。みなさんの
参加をお待ちしています。

保健師　後藤恵理

こんにちは！ 保健師です‼

今
年
度
も
実
施
し
ま
す
！

く
り
や
ま
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ

く
り
や
ま
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
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アート刻書三人展
期間／ 5月1 日㈭～ 15 日㈭
素敵な作品の数々！この機会にぜひ
ご覧ください！

パッチワークサークル
作品展
期間／ 5月18 日㈰～ 30 日㈮
タペストリーやベッドカバーなどの
パッチワーク作品を展示します。

てってって広場
親子で遊びに来てみませんか？
日時／ 5月20 日㈫  10：30 ～
内容／絵本の紹介「どんな絵本かな？」

大好評！手打ちそば
日時／ 5 月 2日㈮・9日㈮・16日㈮
　　　23日㈮・30日㈮
　　　 11：30 ～ 12：30

街かど介護相談
日時／第２・4金曜日　11：00 ～13：00

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
サークルや団体の催し、商品の展示会
などご利用をお待ちしております。
まずはお気軽にご相談ください！！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・Fax 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　　10：00 ～ 17：00

－問い合わせ－
子育て支援センター
☎72- 1280

5 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ

【問い合わせ】栗山消費者協会　☎ 72-3581

2014 栗山公園だより５月号　vol.74

■国民生活センター相談事例
　メガネ店に出向いた際、店員に「左耳が突発性難聴のために耳鳴
りがする」という話をした。試しにその店で扱っている補聴器を着
けてみると、耳鳴りが止まったような気がした。店員から勧められ
右の耳にも着けたところ、良く聞こえるようになったと感じた。そ
のまま売り場で、どの補聴器が良いかなどと聞かれ、いつの間にか
両耳で約５０万円の補聴器を買うことになってしまった。後日、や
はり高額だと思いキャンセルしたいと伝えたが拒否された。その後、
病院で診察を受け「補聴器はしないほうがよい」との診断が出た。

　

３
月
末
で
閉
所
と
な
っ
た
町
立
継
立
保

育
所
の
保
育
を
引
き
継
ぎ
、
４
月
１
日
よ

り
「
継
立
ま
つ
ば
保
育
園
」（
学
校
法
人

松
田
学
園
）
が
南
部
地
域
の
保
育
拠
点
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
通
じ
子
ど
も
た
ち
が
「
生
き
る

力
」を
身
に
つ
け
る
保
育
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
保
育
時
間

・
月
～
土
曜
日　

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

※
延
長
保
育　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
７
時

毎週
月・木曜日

勤労者福祉センター
13：00 ～ 16：00

毎月
第2・4 水曜日

いきいき交流プラザ「サンタの笑顔」
13：00 ～ 15：00

　聞こえが十分でない高齢者が、販売員の説明をよく理解しない
まま契約してトラブルになることがあります。購入の際は家族な
ど周りの人がサポートしましょう。お困りのときは、南空知消費
生活相談室にご相談ください。

■消費者へのアドバイス

○募集期間○
　5 月 1 日㈭～ 5 月 31 日㈯まで

○応募用紙配布場所○
　栗山公園案内所

継
立
ま
つ
ば
保
育
園

補聴器選びは慎重に！

ヤギの男の子のお名前募集
ヤギの男の子がなかよし動物園の仲間になりました！
このヤギさんに似合う、名前をつけてください♪

ぼくににあう

おなまえを

かんがえてね
◆
施
設
の
紹
介

　

南
部
公
民
館
に
隣
接
し
、
中
庭
に
は
天

然
芝
が
植
え
ら
れ
、
転
ん
で
も
ケ
ガ
を
し

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
庭
・

玄
関
・
ホ
ー
ル
な
ど
６
箇
所
に
防
犯
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
、
不
審
者
の
侵
入
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
安
心
で
す
。

◆
保
育
の
内
容

○
乳
児
保
育

　

出
産
後
、
産
休
明
け
す

ぐ
に
働
き
た
い
方
の
た

め
に
、
２
カ
月
児
か
ら
お

預
か
り
し
ま
す
。

○
縦
割
り
保
育

　

３
歳
以
上
児
で
行
い
ま
す
。
年
齢
の
異

な
る
子
ど
も
同
士
が
関
わ
る
機
会
を
持

ち
、
遊
び
や
経
験
を
通
し
て
人
間
関
係
を

育
み
ま
す
。
お
互
い
に
助
け
た
り
、
大
き

い
子
が
小
さ
い
子
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

育
て
ま
す
。

○
は
だ
し
保
育

　

夏
は
、
は
だ
し
で
過
ご
し
ま
す
。
足
の

裏
か
ら
刺
激
を
与

え
る
こ
と
に
よ
り
、

脳
の
発
達
や
骨
の

形
成
に
も
大
き
な

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
給
食
バ
イ
キ
ン
グ

　

３
歳
以
上
児
が
週
１
回
バ
イ
キ
ン
グ
形

式
で
食
事
を
し
ま
す
。

◆
学
童
保
育

　

保
育
園
内
に
継
立
学
童
ク
ラ
ブ
「
か
ぜ

の
子
」
が
併
設
さ
れ
、
放
課
後
の
家
庭
に

代
わ
る
生
活
の
場
と
し
て
、
小
学
生
が
活

用
し
て
い
ま
す
。

◆
一
時
預
か
り
保
育

●
就
労
や
就
学
の
場
合

●
緊
急
の
用
事
の
場
合

　
（
病
気
・
事
故
・
出
産
・
看
護
・
冠
婚
葬
祭
）

●
育
児
負
担
の
軽
減
な
ど
、
私
的
理
由
の

場
合
（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
）

よ
ろ
し
く
！

□
園
長
か
ら

「
安
全
に
配
慮
し
、
地
域
と
の
交
流
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
保
育
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
」

□
お
友
達
か
ら

「
ブ
ロ
ッ
ク
で
色
々
な
も
の
を
作
っ
て
遊

ぶ
の
が
好
き
！
か
っ
こ
い
い
の
が
で
き
た

ら
見
に
来
て
ね
」

□
保
育
士
さ
ん
か
ら

「
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
未

熟
者
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

きりん組の仲良し 3 人組

（左から）門間 喬
きょうすけ

亮くん

田中 堅
た か き

葵くん

池田 杜
も り す

守くん

継立まつば保育園

石掛 春美 園長

一時預かり保育について

利用日 月～金曜日

利用時間 8:00~17:00

対象児童 1 ～ 5 歳児

利用料金

（1 時間）

町内の方 300 円

町外の方 450 円

※ 3 歳以上児は利用料 50 円引き
※希望者には給食 (260 円 ) を提供
※生活保護家庭は無料

きりん組 担任

小川 雄大 先生

採用された方には…
『パクパクタイム無料回数券（11 回分）』をプレゼント♪

今年はパクパクタイムで、ヤギにもえさをあげられますよ！

「ヤギさんに

めぇ～めぇ～（命名）

しちゃおう！」
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く
ら
し

講
　
習

試
　
験

催
　
し

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

く
ら
し

高
齢
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

の
記
入
は
お
済
で
す
か
？

町
で
は
、
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以

上
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
在
宅

高
齢
者
の
方
へ
「
高
齢
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
票
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
第
６
期
栗
山
町
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。

ま
だ
、
記
入
が
お
済
で
な
い
方
は
調

査
票
に
記
入
の
上
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
て
、
５
月
16
日
ま
で
に
投
函
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
7

花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

今
年
も
町
内
会
・
自
治
会
、
関
係
団

体
の
ご
協
力
に
よ
り
、
歩
道
や
公
園
の

花
壇
に
花
を
植
栽
し
ま
す
。
ご
家
族
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日

時　

５
月
25
日
㈰　

午
前
７
時
～

◆
提
唱
団
体

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
栗
山
町
内
連

合
会
、
角
田
町
内
会
連
合
会
、
継
立
町
内

連
合
会
、
日
出
連
合
町
内
会
、
栗
山
青
年

会
議
所
、
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の
会

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
１
３
２
２

特
設
人
権
・
困
り
ご
と
相
談

所
開
設

　

町
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
４
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
を
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日

時　

６
月
1
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
相
談
内
容

い
じ
め
、
虐
待
、
離
婚
な
ど
家
庭
内
の

問
題
、
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
い
合
わ
せ

 
札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
０
１
２
６（
２
２
）０
６
１
９

領
収
書
な
ど
に
係
る
印
紙
税

の
非
課
税
範
囲
拡
大

「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
「
金
銭
又

は
有
価
証
券
の
受
領
書
」に
つ
い
て
は
、

記
載
さ
れ
た
受
取
金
額
が
３
万
円
未
満

の
も
の
は
非
課
税
で
し
た
が
、
平
成
26

年
４
月
１
日
以
降
に
作
成
さ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
受
取
金
額
が
５
万
円
未

満
ま
で
が
非
課
税
（
印
紙
不
要
）
と
な

り
ま
し
た
。

●
消
費
税
額
が
明
確
に
記
載
し
て
い
る
場

合
は
、
消
費
税
額
を
差
し
引
い
た
金
額

が
記
載
金
額
と
な
り
ま
す
。

　
【
例
１
】

　

受
取
金
額
５
１
８
４
０
円
、
消
費
税
額
記
載
な
し

　
記
載
金
額
５
１
８
４
０
円
→
印
紙
税
額
２
０
０
円

　
【
例
２
】

　
受
取
金
額
５
１
８
４
０
円
、
消
費
税
額
３
８
４
０
円

　

記
載
金
額
４
８
０
０
０
円
→
非
課
税

●
誤
っ
て
印
紙
を
貼
っ
た
場
合
は
、
領
収

書
な
ど
の
原
本
を
税
務
署
に
持
参
し
、

還
付
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
0
1
2
6
（
２
２
）
0
8
1
0

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛

生
教
育
講
習
会

◆
日
　
　
時

　

5
月
17
日
㈯　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

◆
場
　
　
所

三
笠
市
民
会
館
1
0
1
号
室
（
三
笠

市
幸
町
13
番
地
）

◆
受
講
料

1
1
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
終

了
証
交
付
代
金
含
む
）

※
林
災
防
会
員
は
9
0
0
0
円

◆
申
込
期
限
　

5
月
12
日
㈪

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

林
材
業
労
災
防
止
協
会 

岩
見
沢
分
会

（
堀
川
林
業 

株
式
会
社
内
）

☎
０
１
２
６
7
（
6
）
7
3
0
1

　

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

◆
日

時

5
月
7
日
㈬
～
9
日
㈮

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

（
3
日
目
は
午
後
5
時
ま
で
）

◆
場

所

岩
見
沢
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
れ
ん
が

（
3
日
目
は
北
海
道
中
央
労
災
病
院
）

◆
受
講
料　
　
　

1
9
4
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
2
2
6
0
円
別
途
）

◆
定

員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
岩
見
沢
地
区
支
部

☎
0
1
2
6（
２
４
）3
0
8
7

硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会

◆
日

時

６
月
14
日
㈯
～
７
月
6
日
㈰　

全
８
回

毎
週
土
・
日
曜
日　

午
前
８
時
～
10
時

※
雨
天
は
最
大
２
回
ま
で
延
長

◆
場

所

角
田
改
善
セ
ン
タ
ー　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
対

象

一
般
男
女
、
ジ
ュ
ニ
ア
（
年
長
～
小
学

生
）
の
初
心
者

※
年
長
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
の
方
が

コ
ー
ト
内
で
付
き
添
う
こ
と

◆
定

員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
受
講
料　

2
5
0
0
円

※
傷
害
保
険
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
指
導
員　

栗
山
テ
ニ
ス
協
会
指
導
部

◆
持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
に
適
し

た
服
装
、
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
料
水

◆
申
込
期
限　

6
月
8
日
㈰

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

亀
田　

☎
０
９
０（
６
４
４
５
）９
５
６
６

FAX
�
１
８
５
８

　

犬
井　

☎
�
0
2
9
9

調
理
師
試
験

◆
試
験
日　

8
月
28
日
㈭

◆
試
験
会
場
　
受
験
票
に
よ
り
通
知

◆
受
験
資
格

願
書
締
切
日
ま
で
に
2
年
以
上
調
理
の

業
務
に
従
事
さ
れ
た
方

◆
受
付
期
間
　

5
月
12
日
㈪
～
23
日
㈮

◆
提
出
書
類

①
調
理
師
試
験
受
験
願
書

②
調
理
師
受
験
者
整
理
カ
ー
ド

◆
受
験
手
数
料

6
9
0
0
円
に
相
当
す
る
額
面
の
北

海
道
収
入
証
紙

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
0
1
1
6

◎住民票、年金　　 ☎ 73-7509
◎ゴミについて　☎ 73-7511
◎水道料金　　   ☎ 73-7514
◎確定申告・町税  ☎ 73-7505
◎納税の相談　　☎ 73-7506

◎予防接種、健診  ☎ 73-2256
◎児童、障がい者福祉　☎ 73-2222
◎高齢者・介護　  ☎ 73-2255
◎公営住宅、町営バス、道路
　　　　　　　　 ☎ 73-7512

栗山町役場（代表）
　☎ 72-1111

くらし電話帳

みんなの

水 道

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

　水は、みなさんの水道料金によって、給
水、維持されています。
　このことから、水道料金の納付が滞った
場合には、水道事業の運営に支障をきたす
ため給水の停止を行います。
　期限までにお支払がない場合、予告通知
後、やむを得ず給水停止を行います。
　一旦給水停止になりますと、水道料金を
お支払いただかない限り、給水を再開する
ことはできません。給水停止は他の利用者
との公平を期するためのやむを得ない手段
であることをご理解のうえ、期限内のお支
払をお願いします。

未納者は給水を停止します！

国 民 年 金
   ご存知ですか？
　　  「学生納付特例制度」　と
　　　　　「若年者納付猶予制度」
　20 歳以上の方は、学生であっても国民年
金に加入しなければなりません。しかし、学
生の方は一般的に所得が少ないため、本人の
所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料
の納付が猶予される「学生納付特例制度」
があります。
　また、学生ではない 30 歳未満の方の場合
には、本人および配偶者の所得が一定額以下
の場合に、国民年金保険料の納付が猶予され
る「若年者納付猶予制度」があります。
　詳しくは町住民福祉課住民・国保グループ
までご相談ください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民・国保グループ☎ 73-7509

　固定資産税（１期）※コンビニ可

　軽自動車税（全期）※コンビニ可

課税内容に関するお問い合わせ　町税務課　課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 4
納 税 に 関 す る ご 相 談 　 町 税 金 対 策 室 　 ☎ 7 3 - 7 5 0 6

町税納期限

６月２日（月）

　　納税通知書は５月 12 日に発送

納税は便利な口座振替

をご利用ください！

講
習

試
験

May
5

ま ち の i n
f o m a t i o

n
月

21 広報くりやま   2014. 5 20



く
ら
し

講
　
習

試
　
験

催
　
し

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

自動車税の納期限は６月２日㈪です！ 納税通知書が５月７日
発送となります。

■自動車税は４月１日現在の登録に基づいて課税されます。
　（使用しない自動車は抹消登録をお願いします）
■次のようなときは、手続きが必要です。
　①住 所 が 変 わ っ た と き⇒空知総合振興局および運輸支局で変更手続きを
　②自動車を売買したとき⇒運輸支局で移転登録を
　③自動車を廃車したとき⇒運輸支局で抹消登録を
■自動車税のお問い合わせは、空知総合振興局納税課まで　☎ 0126-20-0055（直通）　

田植え体験ツアー

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

【
花
の
ま
ち
月
形
コ
テ
ー
ジ
ガ
ー
デ
ン
と

に
ょ
き
に
ょ
き
ア
ス
パ
ラ
狩
り
ツ
ア
ー
】

◆
日
　
　
時　

6
月
18
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

◆
見
学
場
所

（
月
形
町
）
コ
テ
ー
ジ
ガ
ー
デ
ン

（
美
唄
市
）
ピ
パ
の
湯
（
ゆ
～
り
ん
館
）

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
P
i
P
a

う
ち
や
ま
農
園

◆
参
加
料

　

・
大　

人　

2
6
0
0
円

　

・
小　

人　

2
3
0
0
円

　

※
入
場
料
、
昼
食
代
、
入
湯
料
含
む

◆
申
込
期
間　

5
月
14
日
㈬
～
21
日
㈬

参
加
者
が
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
主
　
　
催

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
２

陸
上
自
衛
隊
第
7
師
団
創
隊

59
周
年
・
東
千
歳
駐
屯
地
創

立
60
周
年
記
念
行
事

◆
日

時

5
月
25
日
㈰　

午
前
8
時
～
午
後
3
時

◆
場

所

　

東
千
歳
駐
屯
地
（
千
歳
市
祝
梅
）

※
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。
大
変
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
公
共
機
関
な
ど
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
内

容

　

日
本
最
大
級
の
戦
車
な
ど
の
パ
レ
ー

ド
、
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
、
戦
車

試
乗
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、
模
擬
売
店
、

地
域
物
産
展
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

第
7
師
団
司
令
部
総
務
課
広
報
渉
外
班

☎
0
1
2
3
（
2
3
）
5
1
3
1

内
線
2
2
4
7
も
し
く
は
2
1
3
6

く
り
や
ま
景
観
フ
ォ
ト
コ
ン

作
品
募
集

　
　

栗
山
町
の
新
た
な
景
観
ス
ポ
ッ
ト
を

　

発
掘
す
る
た
め
に
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

　

ト
を
開
催
し
ま
す
。
住
所
年
齢
問
い
ま

　

せ
ん
の
で
「
栗
山
町
の
景
観
写
真
」
を

　

ど
ん
ど
ん
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
間

　

平
成
27
年
４
月
30
日
㈬
ま
で

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
栗
山
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
内
各
施
設
配
置
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
賞

　

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
２
万
円
相
当
の
町
特

　

産
品
を
贈
呈
。

　

こ
ど
も
賞
な
ど
、
そ
の
他
の
賞
も
ご
用

　

意
し
て
お
り
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
3

親
と
子
の
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー

ル
岩
見
沢
地
区
大
会

　
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」（
6
月
4
日

～
10
日
）
に
あ
わ
せ
て
親
と
子
の
よ
い

歯
コ
ン
ク
ー
ル
岩
見
沢
地
区
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

6
月
5
日
㈭ 

午
後
１
時
30
分
～
4
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
応
募
資
格

次
の
ど
ち
ら
に
も
該
当
す
る
方

◇
幼
児

３
歳
児
歯
科
健
診
時
に
む
し
歯
が
な

く
、
歯
口
清
掃
の
状
態
が
良
好
な
幼
児

※
初
期
の
む
し
歯
で
治
療
が
さ
れ
て
い
る

場
合
は
可

◇
親
（
父
ま
た
は
母
）

む
し
歯
が
な
い
、
ま
た
は
、
む
し
歯
が

あ
っ
て
も
治
療
を
完
了
し
た
方

◆
申
し
込
み
期
限

　

5
月
16
日
㈮

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
0
1
1
6

無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

5
月
16
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

5
月
30
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　
　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無　

料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

心
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

◇
5
月
14
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午

夕
張
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
5
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
2

　
町
　
　
へ

【
金
一
封
】

◆
総
務
寄
附
金
（
ま
ち
づ
く
り
）
と
し
て

◇
有
限
会
社
北
斗
代
表
取
締
役
社
長

　

中
添　

春
義
さ
ん
（
湯
地
）

【
物　

品
】

◇
た
か
は
し
ダ
リ
ア
代
表

　

高
橋
広
仲
さ
ん
（
中
央
３
）　

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
有
限
会
社
北
斗
代
表
取
締
役
社
長

　

中
添　

春
義
さ
ん
（
湯
地
）

　
泉
徳
苑
へ

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）

◇
太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

　
く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
長
岡
外
科
整
形
外
科
医
院
（
中
央
３
）

【
慰　

問
】

◇
ビ
ハ
ー
ラ
く
り
や
ま（
吉
田
輝
雄
会
長
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
俱
子
会
長
）

【
3
月
16
日
～
4
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

青
木
煌た

い
が彪 

3/20

吉
村
凌り

お
と翔 

3/25

小
山
内
千ち
は
る陽 

4/7

高
橋
一い
っ
さ颯 

4/10

【
3
月
16
日
～
4
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

髙
木
栄
子 

87 

3/18 

本

人

竹
内
啓
造 

64 

3/18 

本

人

渡
辺
忠
男 

94 

3/21 

本

人

砂
田
正
雄 

85 

3/30 

本

人

石
田
利
一 

64 

3/31 

本

人

野
呂
　

稔 

79 

4/2 

本

人

松
本
文
昭 

76 

4/2 

本

人

小
埜
裕
子 

92 

4/3 

克

正

土
門
君
江 

93 

4/4 

本

人

横
山
　

正 

89 

4/6 

本

人

池
畑
　

功 

90 

4/7 

本

人

橋
本
　

亨 

77 

4/7 

本

人

石
井
欣
冶 

83 

4/7 

本

人

青
山
登
代 

81 

4/9 

悟

洙
田
京
子 

62 

4/10 

本

人

よろしく
お願いします

田植え体験ツアーに参加しませんか？
■開催日　　　月　　　日㈯　
■場　所　継立　清水哲矢宅ほ場
■参加料　大人 2,000 円　　子ども 1,000 円（幼児無料）

■申込先　そらち南農協青年部　担当：矢萩　☎ 72-1409

17５
田植えの後はおいしいバーベキューを

おなかいっぱい召し上がれ！

相
談

ご
厚
意

お
め
で
た

崚
友
梨
香

航
祥

子
靖
朋

子

裕

輔

恵
里
子

松
風
３

朝
日
３

朝
日
４

松
風
４

お
く
や
み雨

煙
別

継

立

角

田

鳩

山

松
風
３

松
風
４

角

田

松
風
３

角

田

中
央
２

中
央
３

錦

２

雨
煙
別

御

園

松
風
２

平成 25 年度  　総額

24,497,463 円
4/1 ～ 3/31 までの総数

4,397 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

平成 26 年度  
4/1 ～ 4/15 までの総数

499 件 4,118,000 円

催
し

募
集

     ■ 次号「広報くりやま 6 月号」の原稿締切は 5月14日㈬まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎ 73-7501

ふ る さ と 応 援 寄 附

May
5

ま ち の i n
f o m a t i o

n
月
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第４４回

５月 11 日㈰  ９：００　栗山公園集合

■日　　程
　　９：００　受付
　　９：２０　開会式
　　９：４０　栗山公園出発
　１０：３０　 休憩 ( 展望台）
　１２：００　栗山公園到着・閉会式

■内　　容
栗山公園を出発し、栗の樹ファーム、ハサンベツ
里山を巡るコースを歩きます。栗山の自然を満喫
できるコースになっています。皆さんで春の散策を
楽しみましょう。
※ノルディックウォーキング用ポールの貸出あり（先着２０人）

■服装・持ち物
　歩きやすい服装・タオル・水筒など

■問い合わせ
　教育委員会社会教育グループ ☎７２－１１１７

　　ハサンベツ里山

　　栗の樹ファーム

第 1 期

ソフトエアロ

【日 ・ 時 間】    5 月１５日㈭～ 6 月 12 日㈭
            　　　  毎週木曜日　13：00 ～ 14：00
　　　　　　 ※全 5 回

【内 　 容】　レベル★★★
エアロビクスの基本的なステップからコンビネー
ションまで、そう快に体を動かす教室です。全5回の
教室を外部講師を招き行います。

いきいき運動（午前の部）

【月日・時間】    5 月１4 日㈬～ 7 月１6 日㈬
　　　　　　 毎週水曜日　10：00 ～ 11：00

【内 　 容】　レベル★★
卓球・ミニテニス・バドミントンなどを中心に取組
む、いきいき運動教室です。初心者や運動に自信の
ない方でも安心の内容です。

健康ストレッチ

【月日・時間】   5 月１6 日㈮～７月１8 日㈮
　　　　　　 毎週金曜日　10：00 ～ 11：00

【内 　 容】　レベル★
健康増進のためのストレッチ教室です。体力に自信
のない方にオススメです。基本的なストレッチのほ
か、バランスボールやストレッチポール、イスなど、さ
まざまな道具を使って飽きのこないメニューで展開
していきます。

卓球教室

【月日・時間】    ５月 16 日㈮～ 6 月 13 日㈮
            　　　   毎週金曜日　13：30 ～ 14：30
                            ※全 5 回

【内 　 容】　レベル★★
卓球初心者向けの卓球教室です。まずは持ち方、
フォーム、素振り基礎的な指導を致します。この機
会に卓球に挑戦しましょう。

【申込方法】
スポーツセンター窓口で申込用紙に必要事項を記入の

うえ、受講料を添えて申し込みください。保険加入希望
者は窓口に申し出て保険料を納入してください。
※ 5 月７日㈬９：００より窓口受付開始。印鑑を必ずご　

持参ください。各教室先着順（定員各教室２５人）
※電話での申し込みは受け付けません。

【問い合わせ】　スポーツセンター　☎ 72-6161

※雨天中止

【期 間】　5月13日㈫～7月18 日㈮
【回 　 数】　各教室全 10 回

　　　　　   ※卓球教室・ソフトエアロは全 5 回
【場 　 所】　スポーツセンター
【対 　 象】　２０歳以上の町民の方
【受 講 料】　１, ０００円（各教室ごと）

　　　　　　※卓球教室・ソフトエアロ ( 全 5 回 ) は５００円
【保 険 料】　１, ８５０円（任意加入）

くりやま地域大学

■場　所

　総合福祉センター「しゃるる」

■時　間

　19:00~20:30

■定　員

　20 名 (18 歳以上 )

■受講料

　1,500 円 ( 全 5 回 )

【
第
１
回
】
世
界
の
子
ど
も
の
現
状

　

～
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
～

■
月　

日　

５
月
22
日
㈭

■
講　

師　

北
星
学
園
大
学

　
　
　
　
　

片
岡 

徹
准
教
授　
　
　
　

　
　【

第
２
回
】
あ
な
た
は
覗
か
れ
て
い
る

　

～
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
危
機
～

■
月　

日　

５
月
29
日
㈭

■
講　

師　

北
星
学
園
大
学

　
　
　
　
　

岩
本 

一
郎
教
授　
　
　
　

　【
第
３
回
】
確
実
に
伝
え
る
た
め
の

　
　
　
　
　

説
明
の
技
術

■
月　

日　

６
月
５
日
㈭

■
講　

師　

北
星
学
園
大
学

　
　
　
　
　

松
浦  

年
男
准
教
授

　
　
　
　

【
第
４
回
】
温
泉
で
元
気
・
キ
レ
イ

　
　
　
　

に
な
り
ま
し
ょ
う

■
月　

日　

６
月
12
日
㈭

■
講　

師　

旅
行
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　

  

小
野
寺 

淳
子
氏

　
　
　
　

【
第
５
回
】
国
連
軍
縮
外
交
と
日
本

　

～
世
界
の
中
の
日
本
・
北
海
道
～

■
月　

日　

６
月
19
日
㈭

■
講　

師　

北
星
学
園
大
学

　
　
　
　
　

野
本 

啓
介
准
教
授

いきいき運動（午後の部）

【月日・時間】    5 月１4 日㈬～７月１6 日㈬
　　　　　　 毎週水曜日　13：30 ～ 14：30

【内 　 容】　レベル★★
卓球・ミニテニス・バドミントンなどを中心に取組む
運動教室です。トレーニング機器やラダーなどを使
いさまざまな種目に取り組んで行きます。

くりやま健康マイレージ対象事業
ポイントカードを忘れずにご持参ください。

株式会社スイテック  主催

バランスボールピラティス

【月日・時間】  ５月１3 日㈫～７月１5 日㈫
　　　　　　毎週火曜日　13：30 ～ 14：30

【内 　 容】　レベル★★★★
体に負担が少なく、ヨガと太極拳の要素をミックス
した体にやさしい教室。バランスボールを使用した
メニューが中心です。他にトレーニングルームを利用
したメニューも用意しています。
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【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

平成26年度子どもの読書週間記念行事

　【一般向け】

　　　　「おかあさんありがとう」
　期　間　5 月 25 日㈰まで
　内　容　5 月 11 日㈰は母の日！
　　　　　いつも家族のためにがんばっている　
　　　　　「お母さん」に関する本を紹介します。

特集コーナー②

「組立絵本　いろんな形いろんな絵本」
　期　間　5 月２日㈮ ~ ５月 25 日㈰

　場　所　図書館　町民ギャラリー

　内　容　外国のしかけ絵本や布の絵本などを　

　　　　　紹介、展示します。

　料　金　無　料

ヤム・ニ・ウシ美術展巡回展
　 詩画集「星と仔馬」のエスキース展　

■毎週月曜日

■ 5 月３日㈯、5 月４日㈰、5 月 6 日㈫は休館日

　です。また、休館中の返却は入り口横のブック

　ポストをご利用ください。

※ 5 月 5 日㈪は、子どもの日のため特別開館し     

ます。

休館のお知らせ

特集コーナー①
　【子ども向け】

　　　　「ともだちできるといいな」
　期　間　5 月 25 日㈰まで
　内　容　遊んでもケンカしても、
　　　　　やっぱり一緒がうれしい友だちの絵本
　　　　　を紹介します。　

【期　間】　　
　　５月１日㈭～ 31 日㈯　10：00~16：00

【休館日】　　
　　５月５日を除く毎週月曜日
　　５月７日㈬

【会　場】
　　栗山町開拓記念館（角田）

【入場料】
　小・中学生　    50 円  ※町内小中学生無料
　高校生・一般　100 円
　【問い合わせ】
　開拓記念館　　☎７２－６０３５

開拓記念館特別展
子供の日特集
昔の玩具展 ■開催日程

　・角田農村環境改善センター　５月１日㈭～１１日㈰
　　※月曜日休館
　・南部公民館　５月１４日㈬～２５日㈰　

■内 容
　彫刻家 ニ

に べ

部 黎
れい

氏が詩画集「馬と仔馬」のため

　に制作したエスキース ( 下絵 ) を展示

■開催時間　　いずれも９：００～２２：００
　　　　　　　※日曜日は１７：００まで
■入 場 料　　無料
■問い合わせ　教育委員会社会教育グループ
　　　　　　　☎７２－１１１７

　　

栗山町技能協会（山﨑信治会長）が奉仕活動の一環として、角田

小学校の設備補修を行いました。塗装のはがれていた配膳室の

壁の塗装や２階図書室に転落防止用の柵を設置するなど手際よく作業

が行われました。角田小学校の佐々木信之校長は「子どもたちも新学

期からきれいになった校舎で勉強ができて喜ぶと思います」と感謝し

ていました。　　　　　　　　　　　　 　　　　    　（３月２８日）

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
学
校

職人の技術で学校をきれいに＊技能協会

  継立小学校
藤井　吉美

山下     　勤

池野　規晶

佐藤　直樹

  角田小学校
雁田　康裕

田村　利江

東頭　恒夫

橋元　光幸

 栗山小学校
磯見　よし子

小川　ゆかり

中島　了　之

水野　直　治

塩見　    　望

  栗山中学校
牧野　明　美
金岩　和　恵
鈴木　正　明
渡部　智　代
内田　貴　士
瀬尾　早奈恵

中島　孝　幸

平成 26 年度
栗山町立学校「学校評議員」

　町では、学校運営に地域の声を生か
す仕組みとして「学校評議員制度」を
導入しています。
　評議員は、学校や家庭そして地域が
力を合わせてより良い教育を進めるよ
う、校長にさまざまな提言をします。

【
日　

時
】　

５
月
25
日
㈰　

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
1
時
30
分

【
場　

所
】　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

【
定　

員
】　

30
人

【
内　

容
】

　

里
山
の
畑
仕
事
と
散
策

【
持
ち
物
】
昼
食
（
お
に
ぎ
り
な
ど　

※
汁

　

物
を
用
意
し
ま
す
）、
飲
み
物
、
長
靴
、

　

帽
子
、
軍
手

【
参
加
料
】　
１
２
０
０
円

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

　

☎
�
１
６
９
６

英語で環境を学ぶ＊レッツエンジョイ

雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスを拠点に、日本学生

協会の大学生１６人が「2014 Let's Enjoy英語で環境」を

行いました。２年目となる今回は、町内の小学生が環境に関係

する英単語カルタなどを通じて楽しく環境と英語を学びまし

た。また、少年ジェット希望の翼事業でオーストラリアに派遣さ

れた中・高生８人は事後研修を兼ね「栗山町や雨煙別小学校 コ

カコーラ環境ハウスを英語で紹介する」英会話教室に参加しま

した。   　　　　　　　　　　　　　　　　(３月２４日～３月２６日)
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各学校で入学式

4 月は入学式シーズン。町内のそれぞれの学校で総
勢 320 人が新 1年生となりました。新しい環境で、決
意も新たに引き締まった表情をしていた学生さんや、
何もわからず緊張していたり、新しい事に興味しんし
んで目をらんらんと輝かせる小学校１年生など、さま
ざまな表情を見せてくれました。みんな同じところは、
栗山町の宝物ということ。「ふるさと栗山」でしっかり
学び、立派な大人になることを願っています。

栗山高等学校　入学生 77 人北海道介護福祉学校　入学生 54 人 角田小学校　入学生 8 人

継立小学校　入学生 9 人栗山小学校　入学生 74 人 栗山中学校　入学生 98 人

28

平成26年4月1日現在（　）内は前月比　
人口　12,781  人  （－81 ）

世帯数 6,005世帯（－3 ）男 5,946  人  （－38 ）
女 6,835  人  （－43 ）　520ｃｍ

人のうごき降った雪の量
（昨年は675ｃｍ）
※3月31日までの降雪量

▼ 

４
月
か
ら
新
社
会
人
と
し
て
栗
山
町

で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
仕
事
は

も
ち
ろ
ん
日
常
生
活
ま
で
何
も
か
も
が

新
し
い
経
験
で
毎
日
が
慌
た
だ
し
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
１
カ
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
交
流
す
る
機
会

が
あ
り
、
そ
れ
が
嬉
し
く
日
々
の
原
動

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。　　
　
　
（
東
庄
）

▼ 

こ
の
春
の
人
事
異
動
で
保
育
所
か
ら

広
報
へ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も

に
囲
ま
れ
た
生
活
か
ら
一
転
、
カ
メ
ラ

や
パ
ソ
コ
ン
と
い
っ
た
機
械
に
囲
ま
れ

た
生
活
に
。
子
ど
も
た
ち
を
愛
し
て
き

た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
機
械
に
も
愛
を

注
ぎ
、
保
育
士
か
ら
広
報
マ
ン
へ
の
華

麗
な
る
転
身
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
（
仁
平
）

▼ 

今
年
の
く
り
や
ま
老
舗
ま
つ
り
は
す

ご
い
人
出
で
し
た
。
カ
メ
ラ
を
抱
え
て
、

歩
く
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
の
人
波
に

も
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
お
酒
は
も
ち
ろ

ん
、
厚
岸
の
牡
蠣
や
酒
粕
ラ
ー
メ
ン
な

ど
興
味
を
そ
そ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た

が
、
行
列
が
長
す
ぎ
て
な
か
な
か
購
入

で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
な
か
、
椅
子
や

敷
物
を
自
前
で
用
意
し
、
い
ろ
ん
な
お

い
し
そ
う
な
も
の
を
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ

て
い
る
“
つ
わ
も
の
”
も
多
数
い
ま
し

た
。
ま
つ
り
の
楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ

れ
、
飲
酒
運
転
だ
け
に
は
気
を
付
け
て
、

来
年
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　　
（
藤
沢
）
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